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実　績

目　標

実　績

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 ○年度 ○年度

座間味港緑地公園照明設備の更新完了

目　標 実施設計 工事実施

実　績
実施設計の

完了
工事完了

目　標

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 ○年度 ○年度

実　績
実施設計の

完了
工事完了 供用開始

座間味港緑地公園照明設備の更新

目　標 実施設計 工事実施 供用開始

実　績

91.6%

うち
交付金充当額

4,690 56,663 61,353

執行状況の説明 R4は計画通り執行となった。R5年度は入札の結果、入札残が発生した。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

Ｒ４年度 Ｒ５年度 ○年度 ○年度 合計

Ｂ．執行済額 5,863 70,829 76,692

Ａ．予算現額 5,863 77,854 83,717

執行率（％）(B/A) 100.0% 91.0% #DIV/0! #DIV/0!

事業内容

村内のイベントでの活用や建寧外のスポーツ団体の利用、合宿誘致を推進し、観光とは違う形での誘客を図ることを目的とし、本
村の持続的発展、地域活性化に向けて、座間味港緑地公園グラウンドの照明設備の設置工事を行う。
現在、緑地公園グラウンドに設置されている照明設備については、台風による被害や老朽化により、使用ができない状況にある
事から、撤去する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1-（1）
4 5 該当箇所

担当部課名 教育委員会
事業実施

年度
令和 ～

市町村名 座間味村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名  1-⑤　緑地公園照明設備更新事業
新・沖縄２１世紀ビジョン (9)

基本計画該当箇所 県民等が主体的に参画する
スポーツ環境の整備



イベント数

目　標 ３回以上

【6年度】
・公園照明を更新しナイター野球イベントを行ったことにより、当該施設の更
なる活用促進が期待できる。
・施設の認知度が低い事は課題と思われる

【6年度】
・野球イベントだけではなく、フットサルのコートもあるので、施設の認知度
向上や、稼働率、利用人数を増を目指すため、その他イベントの計画が必
要である。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【6年度】
・今まで中止していた体協等のスポーツイベントの再開、県内外から来るスポーツ団体の合宿のトレーニングの会場としての利用開始、住民向けの健康
促進事業の開催等や無料解放等による運動習慣定着の取組みを通じて、公園照明の活用に取り組む。

状
況
説
明

【6年度】
・利用団体数については、イベントを行い目標を達成できた。
・イベント数に関しては、目標回数を下まわったが、1つのイベントを長期にかけて実施した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

３回以上

実　績 1回 1回

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 6年度

5団体以上

実　績 ６団体 ６団体

6年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

利用団体数

目　標 5団体以上
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市町村名 座間味村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 1-⑦阿嘉地区観光道路整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－1－（1）
3 4 該当箇所

担当部課名 産業振興課
事業実施

年度
令和 ～

観光客の受入体制の整備

(12)

事業内容
観光客の国際化や多様なニーズに対応する為、国指定天然記念物ケラマジカが生息している地域特性を活用した魅力ある癒し
の観光メニュー開発を目的とした山林観光道路を整備する。

実施方法 □ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 ■ その他（請負工事）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 合計

Ｂ．執行済額 35,090 35,090

Ａ．予算現額 35,594 35,594

執行率（％）(B/A) 98.6%

工事実施

実　績

98.6%

うち
交付金充当額

28,072 28,072

執行状況の説明

不用額504千円については入札差額によるものである。
環境省と国立公園事業執行協議書に伴う自然公園法第10条第2項の規定に基づく許可手続きにあたり、調整
に不測の日数を要し、3年度中での事業完了が困難となった為、4年度へ繰越し、令和5年2月10日に整備完了
した。

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｒ３年度 Ｒ4年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

実　績 工事完了

阿嘉地区観光道路整備工事
整備延長L=350m

目　標

目　標

実　績

実　績

Ｒ３年度 Ｒ4年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

阿嘉地区観光道路整備工事
整備延長L=350m

実　績 工事完了

目　標 工事実施

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

目　標



■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

【R6成果目標】
阿嘉島観光客の10％以上が本道路を利用することを目

標とし、アンケートにより把握する。

目　標 10％以上

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ7年度 Ｒ８年度

実　績 未実施 未実施

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ６年度】
・施設の利用状況を把握できる効果的なアンケートの実施方法について観光協会とも連携しながら実施する。
・魅力を発信する為のチラシや利用してもらうための地図などを作成し、島の玄関口となる港の窓口や観光協会の窓口に設置することで利用者増加に
向けて取り組む。

【Ｒ６年度】
・事業担当課及び総括担当課と連携しアンケートが実施できる体制を構築
することで、施設の利用状況が判別できるようにする必要がある。
・観光客に対する周知の方法や魅力発信について取り組む必要がある。

【Ｒ６年度】
・年度途中の職員退職に伴う人員不足のためアンケート調査を実施できてお
らず、観光道路の利用状況を把握できていない。
・観光道路の認知度が低い課題がある。

10%以上

状
況
説
明

【Ｒ６年度】
・アンケートの実施をしておらず、目標設定に対する成果の把握が出来なかった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績


